
昨
年
、
開
始
し
た
ク
ア
ン
チ
省
少

数
民
族
寄
宿
高
等
学
校
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
「
奨
学
支
援
活
動
」
が
、
２

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
（
下:

校
長
）

第
一
期
奨
学
生
名
も
９
月
に
は
２

年
生
に
進
級
予
定
で
す
。
進
級
を
前

に
し
た
８
月
末
頃
、
20
名
の
「
奨
学

生
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ポ
ー
タ
ー

宛
に
、
近
況
な
ど
が
記
さ
れ
た
手
紙

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
、
広
島
大
学
の
ベ

ト
ナ
ム
人
留
学
生
に
翻
訳
し
て
も
ら

い
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
に
お
送

り
し
ま
す
。
『
ホ
ア
ビ
ン
』
に
も
掲

載
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
に
ご
協
力
を

さ
て
、
第
一
期
生
に
続
き
、
今
年

９
月
、
新
た
に
入
学
す
る
「
第
二
期

奨
学
生
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
を
始

め
ま
し
た
。
『
中
国
新
聞
』
に
「
サ

ポ
ー
タ
ー
募
集
」
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
以
降
、
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

ま
し
た
が
、
登
録
に
ま
で
至
る
の
は

数
件
で
、
現
時
点
、
20
名
の
募
集
に

対
し
半
数
弱
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

８
月
末
ま
で
に
登
録
を
完
了
す
べ

く
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
主
旨
ご
理
解
い
た
だ

き
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
に
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
皆
さ

ん
の
周
り
で
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
、
奨
学
支
援
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
け
る
方
な
ど
の
、
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
生
の
ふ
る
里
（少
数
民
族
村
）に

医
療
器
具
を
送
ろ
う

昨
年
か
ら
奨
学
支
援
し
て
い
る
ク

ア
ン
チ
省
少
数
民
族
寄
宿
高
等
学
校

に
は
、Vankieu

（
バ
ン
キ
ュ
ウ
族
）
、

Pako

（
パ
コ
ー
族
）
、PAhi

（
パ
ヒ
ー

族
）
の
子
ど
も
た
ち
３
０
０
名
余
り

が
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
「
ふ
る
里
」

で
あ
る
少
数
民
族
村
に
は
、
診
療
所

な
ど
の
医
療
施
設
が
乏
し
く
、
血
圧

計
や
聴
診
器
な
ど
の
基
礎
的
医
療
器

具
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

聴
診
器
、
血
圧
計
、
体
温
計
、
体

重
計
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
、

顕
微
鏡
、
車
椅
子
な
ど
、
遊
休
の
医

療
器
具
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
今

秋
の
「
第
二
期
奨
学
生
・
奨
学
金
授

与
式
」
訪
問
の
際
、
ク
ア
ン
チ
に
届

け
る
予
定
で
す
。

８
月
末
を
目
処
に
東
広
島
地
区
医

師
会
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

遊
休
機
材
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
提

供
く
だ
さ
い
。
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ラ
オ
ス
国
境
近
く
の
少
数
民
族
村
、

「
ラ
ン
カ
ッ
ト
村
」
を
遠
望


